
ソーシャルワーカーは、新たな絆
をつくり、未来の社会を切り開く

◆�

偶
然
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た

　
私
の
社
会
福
祉
の
歩
み

　

大
学
１
年
生
の
夏
、
阿
佐
ヶ
谷
教
会
が
募
集

し
た
知
的
障
が
い
児
施
設
の
大
島
藤
倉
学
園
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
行
け
な
く
な
っ
た

友
人
の
代
わ
り
に
参
加
し
た
。
当
時
、
出
会
う

こ
と
の
な
か
っ
た
知
的
な
障
が
い
を
持
つ
方
々

の
生
活
に
接
し
、
自
分
の
生
き
方
が
問
わ
れ

た
。
ま
た
知
的
障
が
い
児
者
の
父
、
糸
賀
一
雄

先
生
の
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
と
い
う
言

葉
か
ら
、
私
は
、
こ
の
子
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
当
た
り
前
の
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
光
と

な
り
、
豊
か
な
社
会
を
創
る
の
だ
と
学
ん
だ
。

　

以
降
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
、
大
学 

３
年
生
の
時
に
将
来
の
道
を
探
し
求
め
、
横
須

賀
基
督
教
社
会
館
の
館
長
だ
っ
た
阿
部
志
郎
先

生
を
お
訪
ね
し
た
。先
生
か
ら「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
と
は
、
自
分
を
振
り
返
り
つ
つ
、
連

帯
・
協
働
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
耕
す
自
発

的
な
活
動
で
あ
り
、
あ
る
べ
き
社
会
を
描
く
挑

戦
で
あ
る
」
と
学
び
、
そ
の
思
想
を
源
流
と
す

る
社
会
福
祉
の
道
に
す
す
も
う
と
決
意
し
た
。

◆�

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
使
命

　

１
９
８
３
年
、
私
は
、
現
在
の
ル
ー
テ
ル
学

院
大
学
で
、
社
会
福
祉
の
専
門
職
で
あ
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
に
携
わ
り
、
学
生
の

当
事
者
理
解
と
、
援
助
の
専
門
的
知
識
と
技
術

の
習
得
を
め
ざ
し
た
。
本
年
３
月
、
40
年
の
教

員
生
活
を
終
え
た
が
、
そ
の
間
、
卒
業
生
は
、

全
国
の
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉

法
人
等
の
社
会
福
祉
領
域
、
医
療
、
教
育
機
関

等
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
私
の
誇

り
で
あ
る
。

　

な
お
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
使
命
は
、

第
一
に
当
事
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
活
か

し
、
利
用
者
自
身
が
誇
り
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
分
勝
手
に
つ
く
る
利
用
者
像
に
当

事
者
を
閉
じ
込
め
て
は
な
ら
な
い
。「
専
門
職

で
あ
る
前
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て
」
当
事
者

理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
。

　

第
二
の
使
命
は
、
サ
ー
ビ
ス
、
活
動
、
保
健

医
療
福
祉
等
の
専
門
職
、
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
人
材
の
支
援
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

あ
る
資
源
を
活
用
し
、
も
し
く
は
掘
り
起
こ
し

て
、当
事
者
の
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

◆�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
難
な
生
活
状
況

に
ど
の
よ
う
に
臨
む
か

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
人
、
被
虐
待
児
童
、
自
殺
者
の
数
は
ま
す
ま

す
増
加
し
た
。
さ
ら
に
仕
事
を
失
っ
た
方
々
が
増

え
、
多
く
の
方
が
生
活
の
場
、
生
活
す
る
術
を

失
っ
た
。
同
時
に
子
ど
も
や
単
身
世
帯
の
貧
困

が
広
が
っ
て
い
る
。し
か
も
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
が
停
滞
し
た
。
そ
の

結
果
、
支
援
し
て
き
た
方
々
が
生
活
困
難
の
た

だ
中
に
置
か
れ
た
。
ま
た
例
え
ば
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
は
、
感
染
を
恐
れ
、
家
族
や
友
人

の
訪
問
を
制
限
せ
ざ
る
を
え
ず
、
忸
怩
た
る
思

い
を
も
っ
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
ま
ず

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
や
活
動
を
検
証
し
、
支
援

を
再
編
、
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

私
は
、
東
日
本
大
震
災
発
災
後
か
ら

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
、
石
巻
市
社
協
と
関
わ

り
、
地
域
支
援
を
考
え
て
き
た
。
被
災
直
後
の

津
波
に
よ
る
被
害
を
見
て
、
呆
然
と
立
ち
尽
し

た
自
分
を
思
い
出
す
。
家
が
流
さ
れ
、
家
族
や

友
人
を
失
い
、
失
意
の
中
に
あ
る
方
々
が
お
ら

れ
た
。
し
か
も
、
支
援
者
も
傷
つ
い
て
お
り
、

支
援
は
難
し
か
っ
た
。

　

お
金
を
失
う
と
生
活
の
危
機
、
名
誉
を
失
う

と
心
の
危
機
。
希
望
を
失
う
と
存
在
の
危
機
に

直
面
す
る
。
現
地
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

め
ざ
し
て
い
た
こ
と
は
、
互
い
の
存
在
を
認
め

合
い
、
支
え
合
っ
て
共
に
生
き
て
い
く
寄
り
添

う
ケ
ア
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
一
コ

マ
一
コ
マ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
、

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
多
く
の
絆

が
生
ま
れ
る
。
第
二
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
は
、
相
互
の
絆
と
希
望
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
創
り
出
す
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。

◆�

こ
れ
か
ら
の
私
の
挑
戦

　

今
、
福
祉
系
の
大
学
等
教
育
機
関
に
入
学
す

る
学
生
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
し
て
社
会
福
祉

機
関
・
団
体
が
求
人
を
出
し
て
も
応
募
者
が
少

な
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
必
要
と
す
る
人
々
は
確
実
に
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
閉
塞
感
を
打
開
す
る
た
め

に
、
生
活
課
題
に
一
緒
に
取
り
組
み
、
学
び
、

互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
解
決
し
て
き
た
卒

業
生
、
仲
間
と
協
働
し
て
、
未
曾
有
の
危
機
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
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